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市民満足度を高める行政マネジメントの強化

①山口市総合計画の施策の総仕上げ（平成20年度 ～29年度）
②山口市まち・ひと・しごと創生総合戦略（やまぐち地方創生100プロジェクト）の挑戦を加速
③第二次山口市総合計画（平成30年度～39年度）への架け橋となる事業展開

未来を創る「二つの挑戦」

豊かな暮らし「四つの価値」創造

21 地域の個性と活力を共に創る
協働によるまちづくり

高次の都市機能が集積する
広域県央中核都市づくり

自主財源 
40.5%

依存財源 
59.5%

市税
259 億
8,095 万円

諸収入
19 億
2,289 万円

分担金・負担金、使用料・
手数料、財産収入、寄附金、
繰入金 56 億 9,599 万円

国庫支出金
107 億
2,602 万円

県支出金
58 億
7,935 万円

地方交付税
155 億
9,200 万円

市債
126 億
3,480 万円

地方譲与税、
地方消費税交付金等
45 億
6,800 万円

人件費
140 億
225 万円

補助費等
65 億
1,669 万円

繰出金
77 億
7,828 万円

その他
17 億
8,782 万円

公債費
94 億
9,133 万円

扶助費
167 億
5,047 万円

単独事業費
100 億
5,693 万円

物件費
112 億
7,998 万円

義務的
経費
48.5％

投資的
経費
18.5％

その他
経費
33.0％

補助事業費
45 億
9,560 万円

その他
7 億 4,065 万円

　
市
税
は
、
緩
や
か
な
景
気
の
回
復
基
調

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
法
人
市
民

税
が
前
年
度
に
比
べ
約
１
億
円
の
増
収
、

新
増
築
家
屋
や
企
業
の
設
備
投
資
に
よ
る

償
却
資
産
の
増
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
固
定
資
産
税
が
約
２
億
８
千
万
円

の
増
収
を
見
込
ん
で
お
り
、
全
体
で
は
約

４
億
５
千
万
円
増（
1.8
％
増
）と
な
り
ま
す
。

　
地
方
交
付
税
は
、
市
税
の
増
収
や
合
併

算
定
替
の
逓
減
な
ど
に
よ
り
、
普
通
交
付
税

の
減
額
を
見
込
ん
で
お
り
、
約
12
億
３
千
万

円
減
（
7.3
％
減
）
と
な
り
ま
す
。

　
市
債
は
、
市
街
地
再
開
発
事
業
や
都
市

計
画
公
園
整
備
事
業
な
ど
の
大
型
建
設
事

業
に
係
る
事
業
費
が
前
年
に
比
べ
増
加

し
た
こ
と
や
、
地
方
財
政
計
画
に
基
づ
く

臨
時
財
政
対
策
債
の
増
な
ど
に
よ
り
、
約

６
億
８
千
万
円
増（
5.6
％
増)

と
な
り
ま
す
。

　
人
件
費
は
、
退
職
者
数
の
増
加
に
伴
う

退
職
手
当
の
増
額
な
ど
に
よ
り
、
約
６
億

円
増
（
4.5
％
増
）
と
な
り
ま
す
。

　
扶
助
費
は
、
私
立
保
育
園
や
認
定
こ
ど

も
園
の
新
増
設
に
係
る
運
営
費
な
ど
の
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
関
す
る

経
費
や
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の
増

加
な
ど
に
よ
り
、
約
３
億
４
千
万
円
増

（
2.1
％
増
）
と
な
り
ま
す
。

　
投
資
的
経
費
は
、
新
山
口
駅
北
地
区
拠

点
施
設
や
亀
山
公
園
山
頂
広
場
、
十
朋
亭

周
辺
施
設
の
整
備
を
は
じ
め
、
民
間
主
導

の
市
街
地
再
開
発
事
業
に
対
す
る
支
援
、

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
整
備
な
ど
都
市
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
基
盤
整
備
に
取
り
組
む

ほ
か
、
清
掃
工
場
の
長
寿
命
化
改
修
や
総

合
浸
水
対
策
な
ど
の
市
民
の
安
心
安
全
に

資
す
る
事
業
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
い
ま
す
が
、
大お

お

浦ら

最
終
処
分
場

整
備
事
業
の
終
了
や
新
山
口
駅
タ
ー
ミ
ナ

ル
パ
ー
ク
整
備
事
業
な
ど
の
大
型
事
業
の

進
捗
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
前
年
度
に
比

べ
約
２
億
３
千
万
円
減
（
1.5
％
減
）
と
な

り
ま
す
。

※
主
な
事
業
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
ペ
ー

ジ
以
降
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
の
歳
入

歳入

一
般
会
計
の
歳
出

歳出

区　　分 当初予算額 対前年伸率

国 民 健 康 保 険 235 億 9,437 万円 ▲ 0.6％

後期高齢者医療 30 億 3,380 万円 6.9％

介 護 保 険 185 億 6,946 万円 5.2％

介護サービス事業 5,123 万円 ▲ 4.2％

駐 車 場 事 業 3,718 万円 ▲ 0.1％

簡 易 水 道 事 業 13 億 1,866 万円 41.7％

農業集落排水事業 5 億 7,523 万円 ▲ 0.6％

漁業集落排水事業 2,472 万円 12.6％

地域下水道事業 601 万円 ▲ 5.9％

国 民 宿 舎 7,597 万円 104.8％

特 別 林 野 1,104 万円 ▲ 11.0％

合　　計 472 億 9,767 万円 3.1％

特別会計とは、特定事業を行う場合に、一般会計と
区分して経理する必要のあるときに設けることがで
きる会計です。原則、独立採算で運営します。

対前年度比で 6 億円増  （0.7％増）
将来へのまちづくりへの投資（投資的経費）
は約 153 億 9 千万円を確保（対前年度比で
約 2 億 3 千万円減（ 1.5％減） ）
財政調整基金の取り崩しは行わず、歳入規模
を基本とした予算編成（平成 22 年度当初予
算から 8 年連続）
国の補正予算（未来への投資を実現する経済
対策）に対応した補正予算を平成 28 年 12 月

（約 17 億 7 千万円）、平成 29 年 3 月（約 1 億
3 千万円）に編成、当初予算と一体的に 15 カ
月予算を編成

　
平
成
29
年
度
は
、
現
在
の
山
口
市
総
合

計
画
の
計
画
期
間
（
平
成
20
年
度
～
平
成

29
年
度
）
の
最
終
年
度
を
迎
え
ま
す
。
さ

ら
に
、
平
成
30
年
度
か
ら
、
第
二
次
山
口

市
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト
す
る
中
で
、「
こ

れ
が
私
の
故
里
だ
」
と
、
市
内
外
の
多
く

の
方
が
共
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
次

な
る
10
年
の
挑
戦
と
し
て
の
本
市
の
将
来

都
市
像
を
描
い
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
年
度
は
、
現
在
の
総
合
計
画

「
後
期
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
に
掲
げ
る
施
策

の
総
仕
上
げ
に
着
実
に
取
り
組
み
、
ま
た
、

総
合
戦
略
の
も
と
で
地
方
創
生
の
挑
戦
を

継
続
す
る
と
同
時
に
、
平
成
30
年
度
か
ら

を
計
画
期
間
と
す
る
「
第
二
次
山
口
市
総

合
計
画
」
へ
の
架
け
橋
と
な
る
よ
う
な
取

り
組
み
を
重
点
的
に
進
め
る
予
算
編
成
と

し
ま
す
。

あらゆる世代が 豊かに暮らせる まちの価値を創造

学び、アート、観光、スポーツをはじめとした各分野で、
本市の個性を際立たせる

「 定住実現 更なる挑戦 」予算

　　　　　　　  特集／当初予算とまちづくりの概要

当
初
予
算
と

ま
ち
づ
く
り
の
概
要

問 企画経営課 ☎ 083-934-2747
財政課  ☎ 083-934-2750

830億円
一般会計予算総額

平
成
29
年
度

■ 特別会計歳出
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■
■

■

■

元気に歳を重ねる
健康長寿のまち

安心 安全 快適な
住環境のまち

生き生きと働く
産業力の豊かなまち

学び 育ち 暮らしを楽しむ
人材のまち

一般会計歳出 一般会計歳入
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生き生きと働く 産業力の豊かなまち

安心 安全 快適な 住環境のまち

学び 育ち 暮らしを楽しむ 人材のまち

元気に歳を重ねる 健康長寿のまち

未
来
を
創
る「
二
つ
の
挑
戦
」

豊
か
な
暮
ら
し「
四
つ
の
価
値
」
創
造

市民満足度を高める
行政マネジメントの
強化

■第二次山口市総合計画策定と
　本庁舎整備の方向性の検討

1,378 万円

平成 30 年度から平成 39 年度までを計
画期間とする「第二次山口市総合計画」
を策定します。また、本庁舎整備に関す
る基本方針を策定します。

■地域交流センターの建替整備

小郡、佐山、二島、鋳銭司の各地域
交流センターを建て替えるための建
設工事や造成工事等を実施します。

4 億 9,533 万円

　　　　　　　  特集／当初予算とまちづくりの概要

■外部人材活用事業
6,400 万円

地域ブランドや特産品開発な
どの地域づくりを担う地域お
こし協力隊について、6 人増
の 20 人の受け入れを目指し
ます。

■総合支所エリアの
地域拠点整備 1,200 万円

徳地および阿知須地域交流センター
の建て替えについては、総合支所と
の合築を基本に取り組みを進めま
す。供用開始は平成 33 年度を予定
しています。

■空き家利活用事業

人口減少が進む地域を中心に、
空き家バンク制度の確立を図
ります。また、空き家バンク
改修補助制度、家財等処分費
補助制度を実施するとともに、
不動産団体と連携して空き家
の市場への流動性を高めます。

911 万円

■総合浸水対策事業
6 億円

雨水貯留施設や取水ゲー
トの自動化の整備、公共施
設における雨水浸透ます
の設置、個人住宅の雨水
貯留タンク等の設置費用
への助成などを進めます。

■空き家等適正管理事業
1,614 万円

「山口市空家等対策計画」を策
定し、相談窓口を設置。所有
者等への管理改善要請や指導、
勧告などを行い、危険な空き
家については、除去促進補助
金による支援を実施します。

■ DC 誘客推進事業および
　 明治維新 150 年記念事業

3,927 万円
国内最大の大型観光キャンペーンである
デスティネーションキャンペーン（DC）
が山口県内で実施されるため、明治維新
関連史跡、SL など、本市の魅力を生かし
た誘客プロモーション活動を行います。

■ふるさと産品営業推進事業
7 億 9,942 万円

ふるさと納税をはじめとして、
本市のふるさと産品の販路拡大
を図るため、事業者向けのセミ
ナーの開催、県等と連携した商
談会や営業活動を行い、地域経
済の裾野の拡大を図ります。

未
来
を
創
る「
二
つ
の
挑
戦
」

■いじめ・不登校への
　対応強化

■福祉啓発事業

障がい者への合理的配慮の取
り組みとして、会議用 FM 補
聴システムや窓口用タブレッ
ト端末、卓上対話機器などを
導入するとともに、関係団体
への貸し出しを行います。

324 万円
■福祉優待バス乗車証
　交付事業 1 億 4,344 万円
市内のバス利用について、70 歳
以上の高齢者は 1 乗車 100 円、
障がい者は無料としています。今
年 10 月をめどに、市内乗降に限
り、市境を越えても 1 乗車 100
円とする予定です。

■待機児童の解消に向けた事業
31 億 4,235 万円

待機児童の解消に向けて、私立保育
園、認定こども園、地域型保育の定
員を約 350 人拡大します。また、保
育士等の処遇改善などに取り組み、
人材確保を図ります。

スクールソーシャルワーカー
やスクールカウンセラーを積
極的に活用できる体制に加
え、新たに専門相談員を配置
し、家庭訪問やカウンセリン
グ体制の強化を図ります。

5,389 万円

豊
か
な
暮
ら
し「
四
つ
の
価
値
」
創
造

21 地域の個性と活力を共に創る 「協働によるまちづくり」

■地域公共交通網
　形成計画策定事業

450 万円

将来にわたって望ましい公
共交通網の姿を明らかにす
るマスタープランを策定し
ます。

■都市計画
　基本調査事業

3,430 万円

居住機能や福祉・医療・商業等の都
市機能の立地、公共交通との連携に
関するマスタープランとしての「立
地適正化計画」の策定を進めます。

宮野地域交流センター

陶地域交流センター

上東第二公園（吉敷）の横に設置される
雨水貯留施設の工事の様子

農業経営のモデルプラン化
に携わる地域おこし協力隊

15 億 5,700 万円
新山口駅北口駅前広場の整備を行
います。また、南口駅前広場等の
基盤整備の着手をはじめ、既存自
由通路の整備、駅前通り等の周辺
道路整備等を進めます。

■幹線道路関連
　整備事業

3 億 1,860 万円

■亀山公園
　山頂広場の整備

4 億円
明治維新 150 年である平成 30
年の完成に向けて、山口都市核
を一望できる亀山公園山頂広場
の整備を進めます。今年度は、
園路整備、山頂広場の再整備等
を実施します。

中国縦貫自動車道の湯田
パーキングエリア（PA）に
おけるスマートインター
チェンジ（IC）の整備のため、
設計、用地取得、建設工事
等を進めます。

■中心市街地住環境総合
　整備事業

6,756 万円
中心市街地等の居住環境の改
善と防災性の向上、まちなか
居住の促進、商業と住居機能
が共存する活力あるまちづく
りを行います。

高次の都市機能が集積する 「広域県央中核都市づくり 」

新山口駅北口駅前広場の整備イメージ

■新山口駅北地区
　拠点施設整備事業

9 億 4,600 万円
新山口駅北地区重点エリ
ア内に、2,000 席の多目的
ホール、産業創造や人材育
成につながる施設、民間施
設のテナントが入った複合
施設等を整備します。

■新山口駅
　ターミナルパーク整備事業
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市
で
は
、
よ
り
効
率
的
で
効
果
的
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
を
整
備
す
る
と

と
も
に
、
重
点
事
業
や
本
市
で
開
催
さ
れ

る
行
事
の
推
進
体
制
の
強
化
を
図
る
た

め
、
４
月
１
日
付
け
で
市
役
所
内
の
組
織

の
一
部
を
改
編
し
ま
し
た
。
主
な
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

 

行
革
推
進
課

　
☎
０
８
３
―
９
３
４
―
２
９
０
９

４
月
１
日
付
け 

組
織
改
編

山
口
市
菜
香
亭
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
平
成
30
年
に
明
治
維
新
１
５
０
年
を
迎

え
る
な
か
、
山
口
市
菜
香
亭
内
に
、
新
た
に

「
歴
史
巡
り
の
庭
」
と
「
多
目
的
広
場
」
が

完
成
し
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
下
記

の
と
お
り
式
典
を
行
い
ま
す
。
当
日
は
、
趣

向
を
凝
ら
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
ほ
か
、
山

口
市
菜
香
亭
の
入
館
を
無
料
と
し
ま
す
。
こ

の
機
会
に
、
歴
史
的
・
文
化
的
価
値
の
高
い

同
施
設
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

文
化
交
流
課

　
☎
０
８
３
―
９
３
４
―
２
７
１
７

４
月
16
日
（
日
）

10
時
～
12
時
30
分

山
口
市
菜
香
亭

（
天
花
一
丁
目
２
―
７
）

▼
式
典
内
容　

・
石
碑
「
明
治
維
新
策
源
地
山
口
市
」
の

除
幕

・
加
藤
舞
踊
学
院
に
よ
る
公
演

　
「
山
口
の
風  

三
題
」

・
ス
タ
ジ
オ
・
レ
イ
、S.R Com

pany

に

よ
る
歴
史
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

　
「
高
杉
晋
作
と
Ｋ
Ｉ
Ｈ
Ｅ
Ｉ
隊
」

・
岩
国
藩
鉄
砲
隊
に
よ
る
演
武 

・
も
ち
ま
き 

等

　
平
成
30
年
度
に
開
催
さ
れ
る
「
第
35
回

全
国
都
市
緑
化
や
ま
ぐ
ち
フ
ェ
ア
」（
愛

称
「
山
口
ゆ
め
花
博
」）
に
関
連
し
た
取

り
組
み
が
本
格
化
し
、
準
備
か
ら
実
施
の

段
階
に
移
行
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
都

市
建
設
部
都
市
整
備
課
内
の
都
市
緑
化

フ
ェ
ア
準
備
室
を
「
山
口
ゆ
め
花
博
推
進

室
」
に
改
め
推
進
体
制
を
整
え
ま
す
。

山
口
ゆ
め
花
博
推
進
室

　
☎
０
８
３
―
９
３
４
―
２
８
３
２

山口ゆめ花博は平成 30 年 9 月
14 日から 11 月 4 日まで、山
口きらら博記念公園内で行われ
る、緑化意識の向上を目指すイ
ベントなんよ。県内外からたく
さんの人が訪れ、経済波及効果
も期待されちょるんよ。

第
35
回
全
国
都
市
緑
化
や
ま
ぐ
ち

フ
ェ
ア
へ
の
対
応
強
化

　

徳
地
・
阿
東
・
小
郡
・
秋
穂
・
阿
知

須
の
各
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
を
各
総
合

支
所
の
内
部
組
織
と
し
て
位
置
付
け
る

こ
と
に
よ
り
連
携
体
制
の
強
化
を
図
り

ま
す
。
今
後
は
、
総
合
支
所
と
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
が
一
体
的
に
地
域
づ
く
り

の
支
援
や
諸
課
題
等
に
対
応
し
て
い
き

ま
す
。

総
合
支
所･

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

の
連
携
強
化

山口市は水泳とゴルフの事前キャ
ンプ地誘致に向けて取り組んでい
たんだけど、2 月 20 日にスペイ
ン王立水泳連盟が視察され、競泳、
水球、シンクロナイズドスイミン
グについて代表チームのキャンプ
地にする覚書を交わすまで発展し
たんだ。これからスペインとの交
流事業がたくさん増えることが期
待できるね。

　
２
０
２
０
年
に
開
催
さ
れ
る
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
交
流

創
出
の
絶
好
の
機
会
と
捉
え
、
ス
ペ
イ
ン

の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
各
種
交
流
事
業

▼昨年 7 月 20 日、山口きらら博記念公園水泳
プールでスペイン駐日大使（左）らをご案内す
るスポーツ交流課職員（右）。

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
体
制
整
備

日時場所

①加藤舞踊学院、②スタジ
オ・レイは歴史巡りの庭に
て、③岩国藩鉄砲隊、もち
まきは多目的広場で行いま
す。会場内には薩長グルメ
コーナーなどもあります。

を
実
施
す
る
ほ
か
、
事
前
キ
ャ
ン
プ
地
誘

致
に
関
連
す
る
取
り
組
み
を
進
め
る
た

め
、
ふ
る
さ
と
創
生
部
ス
ポ
ー
ツ
交
流
課

内
に
「
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
推
進
室
」
を
設
置

し
体
制
を
整
え
ま
す
。

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
推
進
室

　
☎
０
８
３
―
９
３
４
―
２
９
１
２

▼山口ゆめ花博は「花の谷」「冒険の丘」「庭の
パビリオン」などがあります。下図は花の谷ゾー
ンのイメージ図です。

問 問

問問① ②

③

式
典
関
連
イ
ベ
ン
ト

　

山
口
市
菜
香
亭
周
辺
の
史

跡
を
、
マ
ッ
プ
を
見
な
が
ら
ク

イ
ズ
で
め
ぐ
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ク
イ
ズ
の
問
題
用
紙
を

貰
っ
た
ら
、
指
定
さ
れ
た
地
点
を
め
ぐ
っ

て
ク
イ
ズ
に
答
え
ま
し
ょ
う
。
申
し
込
み

は
不
要
で
す
。

▼
日
時　
４
月
16
日（
日
）12
時
30
分
か
ら

▼
集
合
場
所　
山
口
市
菜
香
亭

▼
対
象　
小
・
中
学
生
（
保
護
者
同
伴
可
）

山
口
市
菜
香
亭

　
☎
０
８
３
―
９
３
４
―
３
３
１
２

大
内
文
化
特
定
地
域
探
検

ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

　
ガ
イ
ド
と
一
緒
に
古
地
図
片
手
に
明
治

維
新
策
源
地
を
め
ぐ
り
ま
せ
ん
か
。
知
ら

な
か
っ
た
発
見
に
出
会
え
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。（
小
雨
決
行
）

▼
日
時　
４
月
16
日
（
日
）
12
時
30
分
～

15
時
30
分

▼
集
合　
山
口
市
菜
香
亭
に
12
時
30
分

▼
行
程　
左
記
の
と
お
り

▼
定
員　
60
人

▼
参
加
費　
１
０
０
円
（
保
険
含
む
）

４
月
７
日
（
金
）
ま
で
に
、
萩
往
還

語
り
部
の
会
事
務
局
☎
０
８
３
―
９
２
０

―
３
３
２
３
（
月
～
金
13
時
～
17
時
）

萩
往
還
語
り
部
と
歩
く

古
地
図
で
街
め
ぐ
り

問

申
問

山口市菜香亭

歴史巡りの庭
多目的広場

完成イメージ図

私らがガイドするけぇね

　
本
市
出
身
の
近
代
詩
人
中
原
中
也
は
、
今

年
、
生
誕
１
１
０
年
を
迎
え
ま
す
。
30
歳
の

若
さ
で
こ
の
世
を
去
っ
た
中
也
は
、
生
涯
を

詩
人
と
し
て
生
き
抜
き
ま
し
た
。
中
也
が
残

し
た
詩
は
、
没
後
80
年
を
経
て
な
お
読
み
継

が
れ
、
多
く
の
表
現
者
に
影
響
を
与
え
て
い

ま
す
。

　
表
紙
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、
中
也
が
詩
へ
の

情
熱
を
ぶ
つ
け
た
原
稿
用
紙
と
、
自
筆
の
数

字
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
、
中
原
中

也
生
誕
１
１
０
年
記
念
事
業
を
象
徴
し
て
い

ま
す
。

　
近
年
、
詩
の
世
界
に
留
ま
ら
ず
、
漫
画
や

ア
ニ
メ
、
ゲ
ー
ム
と
い
っ
た
作
品
で
、
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
化
し
た
中
也
が
人
気
を
博
し
、
生

誕
地
に
建
つ
中
原
中
也
記
念
館
に
は
国
内
外

か
ら
た
く
さ
ん
の
人
々
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　
今
秋
、
記
念
館
で
は
、
生
誕
１
１
０
年
を

記
念
し
、
漫
画「
文
豪
ス
ト
レ
イ
ド
ッ
グ
ス
」

と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
湯
田
温
泉
で
の

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
、
Ｓ
Ｌ「
中
也
」
号
の

運
行
を
企
画
し
ま
す
。

　
記
念
す
べ
き
年
に
、
生
誕
地
の
山
口
だ
か

ら
こ
そ
触
れ
ら
れ
る
中
也
の
魅
力
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

文
化
交
流
課

　
☎
０
８
３
―
９
３
４
―
２
７
１
７

表
紙
の
ロ
ゴ
の
説
明

中
原
中
也
生
誕
１
１
０
年
を
記
念
し
て

18 歳の時の
詩人 中原中也

問
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３
月
１
日
、
山
口
総
合
支
所
で
山
口
市

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
委
嘱
状
交
付
式
を

行
い
ま
し
た
。
新
た
に
着
任
さ
れ
た
の
は
、

宇
部
市
出
身
の
藤
岡
臣
さ
ん
と
横
浜
市
出

身
の
松
野
郁
子
さ
ん
で
す
。

　
藤
岡
さ
ん
の
前
職
は
北
九
州
の
プ
ロ
サ
ッ

カ
ー
ク
ラ
ブ
運
営
会
社
で
、
企
画
業
務
な
ど

に
従
事
さ
れ
「
15
年
振
り
に
山
口
へ
帰
っ
て

き
た
。
一
人
ひ
と
り
の
話
に
耳
を
傾
け
、
確

実
に
成
果
を

出
し
て
い
き

た
い
」
と
語

ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ア
メ

リ
カ
や
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
海

外
勤
務
経
験

が
長
い
松
野

さ
ん
は
「
夫
と
犬
２
匹
と
一
緒
に
移
住
し
て

き
た
。
自
分
自
身
を
サ
ン
プ
ル
に
、
山
口
で

楽
し
く
過
ご
し
な
が
ら
魅
力
を
発
見
し
つ

つ
、
新
し
い
魅
力
も
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」

と
意
気
込
み
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
藤
岡
さ
ん
は
、
瀬
戸
内
海
や
県
下
有
数

の
穀
倉
地
帯
を
有
す
る
南
部
地
域
の
豊
か

な
食
資
源
を
生
か
し
た
商
品
開
発
や
飲
食

店
と
の
連
携
な
ど
、
南
部
地
域
の
「
地
域

の
ブ
ラ
ン
ド
形
成
」
を
テ
ー
マ
に
、
松
野

さ
ん
は
「
都
市
圏
か
ら
の
移
住
定
住
の
促

進
」
を
テ
ー
マ
に
活
動
さ
れ
ま
す
。

　

 

定
住
促
進
課

　
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
９
４
２

ん
と
一
緒
に
来
館
さ
れ
ま
し
た
。
節
目
の

入
館
者
と
な
り
、
驚
か
れ
た
様
子
で
「
天

に
も
登
る
よ
う
な
思
い
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」
と
喜
び
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

 

文
化
交
流
課

　
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
１
７

　
２
月
20
日
、
ス
ペ
イ
ン
王
立
水
泳
連
盟

の
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
カ
ル
ペ
ナ
会
長
ら
５

人
が
市
長
を
表
敬
訪
問
さ
れ
、
水
泳
ス
ペ
イ

ン
代
表
チ
ー
ム
が
２
０
２
０
年
東
京
五
輪
と

２
０
２
１
年
福
岡
世
界
水
泳
大
会
の
事
前

キ
ャ
ン
プ
を
本
市
に
お
い
て
実
施
す
る
こ
と

に
関
す
る
覚
書
を
本
市
と
締
結
し
ま
し
た
。

　
カ
ル
ペ
ナ
会
長
は
「
施
設
も
素
晴
ら
し

か
っ
た
が
、
特
に

皆
さ
ん
の
お
も
て

な
し
の
心
に
感
動

し
た
。
日
本
と
ス

ペ
イ
ン
の
交
流
が

深
ま
っ
て
い
く
取

り
組
み
を
し
て
い

き
た
い
」
と
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　
覚
書
に
は
、
事
前
キ
ャ
ン
プ
だ
け
で
な

く
継
続
し
て
交
流
に
努
め
、
多
様
な
分
野

に
お
け
る
相
互
の
関
係
を
更
に
発
展
さ
せ

ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
こ
と
も
盛
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

 

ス
ポ
ー
ツ
交
流
課

　
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
９
１
２

ウェブサイト
でも公開中

中
で
も
高
い
成
長
を
誇
る
ス
ペ
イ
ン
の
経

済
状
況
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
、

ス
ペ
イ
ン
で
事
業
展
開
し
て
い
る
企
業
の

経
営
者
に
よ
る
、
ビ
ジ
ネ
ス
成
功
事
例
の

紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
主
催
者
の
代
表
で
あ

る
ス
ペ
イ
ン
駐
日
大
使
の
ゴ
ン
サ
ロ
・
デ
・

ベ
ニ
ー
ト
氏
を
は
じ
め
、
県
内
企
業
や
観

光
団
体
の
関
係
者
を
中
心
に
約
２
０
０
人

の
出
席
が
あ
り
、
講
演
者
の
話
に
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

 

創
生
推
進
課

　
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
７
８
２

　
２
月
17
日
、山
口
情
報
芸
術
セ
ン
タ
ー［
Ｙ

Ｃ
Ａ
Ｍ
］
の
入
館
者
数
が
、
開
館
か
ら
13
年

３
カ
月
で
１
０
０
０
万
人
に
到
達
し
ま
し

た
。

　
１
０
０
０
万
人
目
の
入
館
者
は
、
黄
金

町
在
住
の
高

部
光
正
さ
ん

で
、
記
念
品

と
し
て
、
花

束
と
本
市
在

住
の
萩
焼
作

家
大
和
保
男

さ
ん
の
萩
焼

を
贈
呈
し
ま

し
た
。
高
部
さ
ん
は
、
開
館
当
初
か
ら
定

期
的
に
足
を
運
ば
れ
て
お
り
、
こ
の
日
も

図
書
館
で
本
を
読
む
た
め
、
妻
の
文
恵
さ

こ
の
協
定
で
災
害
時
に
即
応
で
き
る
防
疫

体
制
の
構
築
が
可
能
に
な
る
」
と
期
待
を

寄
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
協
会
の
中
村
智

会
長
は
「
複
雑
化
し
た
社
会
で
予
期
せ
ぬ

事
態
が
発
生
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
今
後

も
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
協
会
と
し
て

努
力
し
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
災

害
時
の
防
疫
活
動
協
力
協
定
は
県
内
初
と

な
り
ま
す
。

　

 

環
境
衛
生
課

　
☎
０
８
３
‐
９
４
１
‐
２
１
７
６

　
２
月
16
日
、
市
内
の
ホ
テ
ル
で
「
ス
ペ
イ

ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
セ
ミ
ナ
ー
in
山
口
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ス
ペ
イ
ン
か
ら

の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
の
拡
大
を
は
じ
め
、

県
内
企
業
と
ス
ペ
イ
ン
と
の
経
済
的
な
取
引

の
活
性
化
等
を
目
的
に
、
ス
ペ
イ
ン
大
使
館

の
主
催
で
本
市
、
宇
部
市
、
山
口
県
が
連
携

し
て
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　
講
演
会
で
は
、
ス
ペ
イ
ン
大
使
館
経
済

商
務
部
の
マ
リ
ア
デ
ル
コ
リ
セ
オ
・
ゴ
ン

サ
レ
ス
＝
イ

ス
キ
エ
ル
ド

商
務
参
事
官

が
「
ス
ペ
イ

ン
経
済
現
状

と
投
資
環

境
」
と
題
し

て
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の

（
サ
ッ
カ
ー
）
／
原
川
力
（
サ
ッ
カ
ー
）
／

大
村
の
の
子
（
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
）
／
伊
丹

雄
飛
（
卓
球
）
／
戸
上
隼
輔
（
卓
球
）
／

尾
本
桃
子（
ホ
ッ
ケ
ー
）／
尾
本
桜
子（
ホ
ッ

ケ
ー
）
※
久
保
裕
也
選
手
は
昨
年
12
月
に

同
表
彰
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

 

ス
ポ
ー
ツ
交
流
課

　
☎
０
８
３
‐
９
３
４
‐
２
９
１
２

　
２
月
８
日
、
災
害
時
に
感
染
症
の
発
生

お
よ
び
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
山
口
県
ペ
ス

ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協
会
と
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
市
内
で
災
害
が
起
き
防

疫
活
動
が
必
要
に
な
っ
た
際
、
市
が
各
社

に
防
疫
の
要
請
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ

の
協
定
に
よ
り
、
よ
り
迅
速
で
的
確
な
防

疫
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

協
定
締
結

後
、
市
長
は

「
県
外
で
は

大
規
模
災
害

が
相
次
い
で

お
り
、
日
頃

か
ら
の
備
え

が
必
要
だ
と

再
認
識
し
た
。

　
２
月
14
日
、
山
口
総
合
支
所
で
「
山
口

市
ス
ポ
ー
ツ
特
別
表
彰
」
と
「
山
口
市
体

育
協
会
表
彰
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
市
長
は
「
２
０
２
０
年
に
は
東
京
五
輪

が
開
催
さ
れ
る
。
世
界
の
檜
舞
台
を
目
指

し
大
き
く
飛
躍
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

述
べ
、
表
彰
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。
表
彰

式
後
、
ス
ポ
ー
ツ
特
別
表
彰
を
受
賞
さ
れ

た
西
京
高
校
２
年

の
尾
本
桃
子
さ
ん

は
「
東
京
五
輪
に

姉
妹
で
揃
っ
て
出

場
で
き
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
き
た

い
」
と
今
後
の
意

気
込
み
を
話
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
度

は
、
ス
ポ
ー
ツ
特

別
表
彰
を
７
人

に
、
体
育
協
会
表

彰
の
功
労
賞
を
６

人
、
奨
励
賞
を
15

人
と
５
団
体
に
授

与
し
ま
し
た
。

【
山
口
市
ス
ポ
ー

ツ
特
別
表
彰
受
賞

者
】
久
保
裕
也

ス
ポ
ー
ツ
特
別
表
彰
・

体
育
協
会
表
彰
を
授
与

Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｍ
の
入
館
者
が

１
０
０
０
万
人
に
到
達

問

水
泳
ス
ペ
イ
ン
代
表
チ
ー
ム
の

事
前
キ
ャ
ン
プ
地
が
本
市
に

問

災
害
等
発
生
時
に
お
け
る

防
疫
活
動
の
協
定
を
締
結

協定書を持つ市長と中村会長（右）

1000 万人目の入館者
となった高部さんご夫妻

問

問

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
着
任

ス
ペ
イ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー

が
開
催

講演する商務参事官

問

握手を交わす市長とカルペナ会長（右）

問

松野さん（左）と藤岡さん（右）

わ
が
ま
ち
も
、
と
な
り
ま
ち
も
、
ぐ
る
っ
と
再
発
見
！

ぐるっと

再発見
！

防
府

山
口

山陽路随一の湯量を誇る湯田温泉で、
今年も白狐まつりが開催されます。結
婚式が行われる「嫁入り松明行列」や
日曜の歩行者天国で「パレード」「ぐ
るめ街道トラック屋台」「旧車モーター
ショウ」がお楽しみいただけます。フィ
ナーレに恋ダンスと恋チュンの「総踊
り」も開催！白狐に変身するブースも
あります。
■日時　4 月 8 日（土）10 時 ～ 20 時、
　9日（日）10時 ～15時30分
■場所　井上公園・県道 204 号周辺
　※お祭り両日は、交通規制を行います。
　 湯田温泉白狐まつり実行委員会
　 ☎ 083-941-5379

宇
部

■日時　4 月 16 日（日）8 時 30 分～ 15 時　
■場所　道の駅 潮彩市場防府（防府市新築地町 2-3）

ときわミュージアム「世界を旅する植物館」が
4 月 29 日にオープン

維新の郷湯田温泉
白狐まつり

問

防府さかな祭り

プラントハンター西畠清順氏（そら植物園代表）の監修によ
り、リニューアルを進めてきた植物館がいよいよオープン
します。植物の自生する環境を再現した 8 つのゾーンには、
国内最大級のバオバブの木や樹齢千年のオリーブなどの特徴
的なシンボルツリーを植栽し、世界を旅するように珍しい植
物に出会える新しい植物館です。
■開館時間　9 時 30 分～ 17 時（火曜休館）
■入館料　一般 300 円、70 歳以上 200 円、高校生以下無料
　 ときわミュージアム ☎ 0836-37-2888

問問

問

ウェブサイト

ウェブサイト

■内容　さかなのつ
かみ取り、模擬セリ、
活魚の直売、ステー
ジイベントなど
県漁業協同組合
吉佐支店
☎ 0835-22-9112
潮彩市場防府
☎ 0835-28-2100
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長
崎
本
線
か
ら
見
え
る
有
明
海
の
夕
日
が
ま
ぶ
し
く
て
両
手
を
顔
の
前
で
広
げ
る

ま
ぶ
し
い
か
ら
だ
け
で
は
な
い

身
体
を
透
か
す
ほ
ど
の
純
粋
な
抱
擁
が
あ
っ
た

瞬
き
の
た
び
に
無
数
の
夕
日
の
粒
が
海
に
降
る

様
々
な
光
り
か
た
を
す
る
粒
が
輝
き
と
し
て
そ
こ
に
存
在
す
る

こ
う
し
て
い
つ
か
の
夕
日
の
一
粒
と
し
て

私
は
生
ま
れ
た

夕
日
は
繁
華
街
の
ネ
オ
ン
が
灯
り
を
落
と
す
よ
う
に

水
平
線
に
身
を
ひ
そ
め
て
じ
っ
と
夜
を
み
つ
め
る

海
に
降
っ
た
夕
日
の
粒
が
夜
明
け
ま
で
旅
を
す
る

　
　（『
長
崎
ま
で
』
所
収
「
長
崎
ま
で
」
よ
り
抜
粋
）

日
本
の
近
代
詩
史
に
偉
大

な
貢
献
を
し
た
本
市
出
身

の
詩
人
中
原
中
也
の
業
績

を
永
く
顕
彰
す
る
た
め
に

創
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

２
月
に
行
わ
れ
た
選
考
会
で
、
全
国
か
ら
応
募
・

推
薦
の
あ
っ
た
１
８
８
点
の
詩
集
の
中
か
ら
、
野

崎
有
以
さ
ん
の
『
長
崎
ま
で
』（
思
潮
社
）
が
、
中

原
中
也
賞
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

 

文
化
交
流
課 

☎
０
８
３

９
３
４

２
７
１
７

中
原
中
也
賞

『
長
崎
ま
で
』
野
崎
有
以

野崎 有以 さん

第
22
回

「中原中也」という名前を初めて見たのは学校の教
科書でした。教科書に出てきたというだけの理由で、
なんだかいやになってしまって、ずっと中也を遠ざ
けていました。
8 年前、友人の発表を聴きに「中原中也の会」に行
きました。あれは一体何だったのだろうと思うほど、
本当に楽しい一日でした。私は小倉のホテルの部屋
で工場の灯りを眺めながら、初めて詩を書きました。
そのとき、私にはあんなに楽しい思い出があるじゃ
ないかと、勇気を出して最初の一行を書きました。
ある時、別の友人とお酒を飲みながら中也の話をし
ていると、私の聞き間違えか
もしれませんが、その友人が
中也のことを「ちゅうやん」
と言い出したのです。私も

「ちゅうやん」と口に出して
言ってみると、何かがほどけ
たような気がしました。その
時、私はちゅうやんと友人に
なったのだと思います。

全篇行分けの散文詩であり、作者の語りたい欲求の切な
さが詩の内容の芯となっている。架空の町の架空の自伝
とも読め、しかも演歌調の語りが戦略的。詩的にならな
いで詩の言葉になっている。意表を突いた詩集として、
受賞作に決定した。

問

選考委員評

受賞コメント

　
表
紙
の
写
真
は
、
阿
知
須
幼
稚
園
の
年

長
さ
ん
が
砂
場
で
遊
ん
で
い
る
様
子
で
す
。

　
阿
知
須
幼
稚
園
は
４
月
１
日
か
ら
認
定

こ
ど
も
園
へ
移
行
さ
れ
ま
す
。

　
認
定
こ
ど
も
園
と
は
、
幼
稚
園
と
保
育

園
の
機
能
や
特
長
を
併
せ
も
つ
も
の
で
、

阿
知
須
幼
稚
園
内
に
新
た
に
開
設
さ
れ
る

保
育
園
機
能
部
分
で
は
、
就
労
な
ど
の
た

め
家
庭
で
保
育
の
で
き
な
い
保
護
者
に
代

わ
っ
て
、
０
歳
か
ら
小
学
校
就
学
前
ま
で

の
子
ど
も
の
保
育
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
市
で
は
子
育
て
を
さ
れ
る
方
々
を
支
援

す
る
た
め
、
4
月
3
日
か
ら
、
子
育
て
す

る
上
で
必
要
な
情
報
を
ま
と
め
た
「
山
口

市
子
育
て
応
援
サ
イ
ト
」
を
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
も
見
る
事

が
で
き
ま
す
。
市
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら

ご
覧
に
な
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
役
立
て

い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
表
紙
の
愛
く
る
し
い
表
情
を
見

せ
る
女
の
子
に
、
１
年
生
に
な
っ
た
ら
何

を
し
た
い
？
と
尋
ね
る
と
「
体
育
を
頑
張

り
た
い
」
と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
た
く

さ
ん
体
を
動
か
し
て
、
健
や
か
に
育
っ
て

欲
し
い
で
す
ね
。

表
紙
の
写
真
か
ら

ス
タ
ー
ト
一
年
生

三輪車で遊ぶ園児
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工夫したところ
・カロテンや食物繊維の多い

にんじんをたくさん使った
・彩りよく仕上げた

平川中 3 年
山
やまぐち

口 悟
さとる

 さん 

作り方
①材料を切る。
・にんじん…4㎝長さの千切り
・じゃがいも…3㎜幅の千切りにし、水にさっとさらす
・アスパラガス…根元は筋をむいて、斜め切り
・ロースハム…半分に切り、5㎜幅に切る
②フライパンにオリーブ油を熱し、にんじん、水気をきっ

たじゃかいも、アスパラガス、ロースハムを炒める。
③野菜がしんなりしたらコンソメを入れ、塩・あらびき

こしょうで味を調えて、完成。
白石小 1 年

木
き だ

田 雪
ゆ き え

絵 さん

材料（４人分）
大根　　　　　　  　　300g
塩　   　　　　　 小さじ 1/2
小松菜　　　　　　  　200g
ベーコン　　　　　 　　80g
ごま油　　　　　　 大さじ 1
鶏がらスープの素 　小さじ 1
黒こしょう　　　　　 　少々
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材料（４人分）
にんじん　　　　　　 200g
じゃがいも　　　　　 200g
アスパラガス　　　　 100g
ロースハム　　　　　　3 枚
オリーブ油　　　　小さじ 2
コンソメ（顆粒）　　　　4g
塩　　　　　　　　　　少々
あらびきこしょう　　　少々

作り方
①材料を切る。
・大根…4㎝の棒状に切り、

ビニール袋に入れて塩もみ
する

・小松菜…4㎝のざく切り
・ベーコン…短冊切り
②フライパンにごま油を熱

し、水気を絞った大根、小
松菜、ベーコンを炒める。

③鶏がらスープの素、黒こしょ
うで味付けをして、完成。

工夫したところ
・早く火が通るように

大根を塩もみした！

1 日 3 食、主食・主菜・副菜
のそろった食事が習慣にな

ることを目指し、「フライパン
1 つでできる！野菜が主役の
作りおきおかず」を募集しま
した。小・中学生が考えた「第
11 回ぼく・わたしのお料理コ
ンクール」の入賞作品を、今
号からご紹介します（学年は
昨年受賞時）。受賞作品の作り
方等を掲載したリーフレット
は、各保健センターにありま
す。

フライパン１つでできる！

野菜が主役の

健康増進課 ☎ 083-921-2666問

作りおきおかず作りおきおかず
『めざそう！

1 日 350g 以上の野菜』

　 問 広報広聴課
   ☎ 083ｰ934 ｰ2753
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開催中のイベント

4月 月5

山
口
市
長

青空天国いこいの広場［白石］
山口青年会議所 ☎ 083-922-
7646

5/5（金・祝）

秋穂八十八カ所お大師まいり
［秋穂、名田島、秋穂二島］山
口観光コンベンション協会秋穂
支部 ☎ 083-984-3741

4/16（日）、17（月）

山口 100 萩往還マラニック大
会［市内各所］実行委員会 ☎
080-8246-5926

5/2（火）～ 4（木・祝）

市 長 杯 争 奪 高 等 学 校 野 球 大
会［宮野］スポーツ交流課 ☎
083-934-2873

4/1（土）

オゴオリザクラまつり［小郡］
実行委員会 ☎ 083-976-8588

4/9（日）まで
桜日和［徳地］重源の郷 ☎
0835-52-1250

4/16（日）まで

企画展Ⅱ「中也、この一篇『サー
カス』」［湯田］中原中也記念
館 ☎ 083-932-6430

大原湖さくらロードレース大会
［徳地］徳地地域交流センター 
☎ 0835-52-0217

4/16（日）

5/14（日）まで

新作インスタレーション展「バ
ニシング・メッシュ」［白石］
山口情報芸術センター［ＹＣＡ
Ｍ］ ☎ 083-901-2222

4/7（金）まで

狐の足あと開館２周年記念感
謝 祭［ 湯 田 ］ 狐 の 足 あ と ☎
083-921-8818

春の久留米市田主丸植木まつり
＆ JA 全農やまぐち旬感フェス
タ［阿知須］テレビ山口販促事
業部 ☎ 083-923-3200

4/10（月）～ 5/8（月）

山口アーツ＆クラフツ［吉敷］
実行委員会 ☎ 083-923-5533

4/15（土）、16（日）

維新の郷湯田温泉白狐まつり
［湯田］事務局  ☎ 083-941-5379

4/8（土）、9（日）

桜まつり［阿東］NPO あとう 
☎ 083-956-2526

4/2（日）

新
た
な
ス
タ
ー
ト

  

春
の
柔
ら
か
な
風
に
、
心
も
体
も
軽

や
か
に
感
じ
ま
す
。

  

さ
て
、
４
月
は
新
た
な
出
会
い
と
ス

タ
ー
ト
の
季
節
で
す
。
学
校
や
職
場
な

ど
、
こ
れ
ま
で
と
違
う
環
境
の
中
で
、

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
ら
れ
る
方
も
多

い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

  

ま
た
、
４
月
は
賑
わ
い
の
季
節
で
も

あ
り
ま
す
。「
湯
田
温
泉
白
狐
ま
つ
り
」

を
は
じ
め
、「
秋
穂
八
十
八
ヶ
所
お
大

師
ま
い
り
・
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
や
、

阿
東
徳
佐
の
「
桜
ま
つ
り
」、
あ
る
い

は
各
地
域
の
運
動
会
、
体
育
祭
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
恒
例
行
事
が
開
催
さ
れ
、

市
内
は
一
気
に
賑
や
か
さ
を
増
し
ま

す
。

  

本
市
で
は
、
地

域
の
個
性
と
賑

わ
い
を
市
民
の

皆
さ
ん
と
共
に

創
る
「
協
働
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
」

に
取
り
組
ん
で

お
り
、
こ
う
し

た
地
域
の
皆
さ
ん
に
よ
る
手
作
り
の
イ

ベ
ン
ト
は
、
本
当
に
心
強
く
思
い
ま
す
。

  

皆
さ
ん
に
は
、
心
地
よ
い
春
の
日
に
、

こ
う
し
た
個
性
豊
か
な
地
域
の
イ
ベ
ン

ト
に
出
か
け
ら
れ
、「
故
里
や
ま
ぐ
ち
」

の
魅
力
を
再
発
見
し
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

  

そ
し
て
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
地

域
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
も
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん
の
新
た
な
ス

タ
ー
ト
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

あしたへ
トライ

あたたかい日差しを感じながら、ハ
イキング♪愛鳥林は、30 種類を超え
る野鳥がいると言われる自然林です。
道は平坦で、小さなお子さんや運動
が苦手なお母さんでも気軽に散策で
きます。国道 489 号沿いにある駐車
場を降りてすぐ。森の空気と鳥のさ
えずりに心を癒されてみませんか。
初めての方は「森の案内人」が優し
く案内してくれます。（要申し込み）

徳地農林振興事務所 ☎ 0835-52-1122問

徳地の森 愛鳥林【徳地】


